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Ⅰ 火災の概要 

１   火災の発生状況 

（１）  火災件数 

令和７年中の火災の発生状況は表－１・２・３のとおりで、総件数は３２件

発生し、前年と比べ６件増加しています。  

火災種別ごとでは、建物火災は２１件で前年と比べ７件増加、林野火災は０

件で前年と同数、車両火災は４件で前年と比べ３件減少、その他の火災は７件

で前年と比べ２件増加しています。 

（２） 焼損棟数・焼損面積 

焼損棟数は２３棟で前年と比べ９件増加しています。焼損棟数の内訳は、全

焼が２棟、半焼が１棟、部分焼が６棟、ぼやが１４棟です。 

建物の焼損床面積は２３１平方メートルで前年と比べ１７７平方メートル

増加。建物の焼損表面積は２１平方メートルで前年と比べ７平方メートル減少

しています。 

車両火災の焼損台数は９台で前年と比べ２台増加しています。 

（３） 死傷者 

令和７年中の死者は２名で前年と比べ２名増加。負傷者は５名で前年と３名

減少しています。 

 

 

 

   

建物火災 21件その他の火災7件

車両火災4件

（火災総件数 32 件）

建物火災21件

車両火災4件

その他の火災7件

表－１ 【火災種別件数】 
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単 令 和 ７ 年 令 和 ６ 年

位 （Ａ） （Ｂ）

32 26

21 14

火 　  災 0 0

種   　別 4 7

7 5

23 14

2 0

焼損棟数 1 1

6 2

14 11

0 0

㎡ 231 54

焼   　損 ㎡ 21 28

面   　積 ａ 0 0

台 9 7

23 11

り　   災 世 4 0

世 帯 数 帯 1 0

18 11

人 47 15

※　△は、減少を示します。

12

4

1

7

32

3

0

177

△ 7

0

2

△ 3

2

9

2

0

4

合 計

り 災 人 員

小 損

車 両

半 損

爆 発 損 害 棟 数

増　　　減

件

建 物

出 火 件 数

部 分 焼

半 焼

6

7

0

 区　　　　　　分

 (A)-(B)=(C)

林 野

林 野

車 両

建 物 表 面 積

※　令和７年数値は概算値を含んでおり、確定値ではありません。

建 物 床 面 積

全 焼

そ の 他

合 計

棟

全 損

ぼ や

表－２ 【前年との対比１】 
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単 令 和 ７ 年 令 和 ６ 年

位 （Ａ） （B）

2 0

３ ０ 日 死 者 0 0

重 症 人 0 3

中 等 症 3 2

軽 症 2 3

出 動 合 計 152 144

消 防 署 152 144

車 両 消 防 団 0 0

出 動 合 計 545 504

消 防 署 545 504

人 員 消 防 団 0 0

建 物 建 物 焼 損 面 積 ㎡ 12.0 6.0

火 災 焼 損 棟 数 棟 1.1 1.0

一 件 当 た り り 災 世 帯 世帯 1.1 0.8

り 災 人 員 人 2.2 1.1

林 野 火 災

一 件 当 た り

件 1.46 1.17

　　　　※　令和７年１２月１日現在、推計人口　２１９，６２３人

　　　　　　 出火率（件）＝出火件数　÷　人口　×　10,000

           に起因する原因により４８時間を経過して３０日以内に死亡した者を「３０日死者」とします。

0.0

出　　　　火　　　　率

    　   ※　△は減少を示します。

    　   ※　令和７年数値は概算値を含んでおり、確定値ではありません。

         ※　出火率は、人口１万人当たりの出火件数を表します。

0.29

負 傷 者

焼損面積

（注）　※　火災による負傷後４８時間以内に死亡したものは火災による死者とし、負傷者のうちで火災

  増           減

  (A)-(B)=(C)

a 0.0

区　　　　　　分

6.0

台

2

0

△ 3

1

△ 1

8

8

人

0.1

死　　　　　　　　者

0.3

1.1

0.0

0

41

41

0

表－３ 【前年との対比２】 
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２ 火災覚知種別の状況 

令和７年中、火災を覚知する種別が最も多かったのは、表－４のとおり携帯電話か

らの１１９番通報で１６件でした。 

 

 

 

３ 火災の覚知から現場到着までの所要時間 

令和７年中に発生した３２件の火災から、事後聞知の火災９件を除いた２３件の火

災について、１１９番通報を受信してから、出動、現場到着までに要した時間の平均

値は表－５のとおりです。 

 

 

※ 覚知とは、消防機関が火災等の災害を認知することを言います。  

2

3

16

1

0

0

1

9

0

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

専用ＩＰ

専用固定

専用携帯

加入固定

加入携帯

警察電話

駆け付け

事後聞知

その他

区　　　　分 覚 知 ～ 出 動 出 動 ～ 現 着 覚 知 ～ 現 着

　６　分　２０　秒全 　市 　域 １　分　１３　秒 　５　分　０７　秒

表－４ 【火災覚知種別状況】 

・専用ＩＰ⇒固定電話（ＮＴＴ加入電話を除く）からの

119番通報  

・専用固定⇒固定電話（ＮＴＴ加入電話）からの 119番

通報 

・専用携帯⇒携帯電話からの 119番通報 

・加入固定⇒固定電話からの消防本部固定局への通報 

・加入携帯⇒携帯電話からの消防本部固定局への通報 

・警察電話⇒警察専用回線からの通報 

・駆け付け⇒駆け付けによる通報 

・事後聞知⇒火災が消えた後に通報 

・そ の 他⇒上記以外の通報 

表－５ 【所要時間の平均値】 
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４ 初期消火状況 

令和７年中に発生した３２件の火災のうち、初期消火が行われたのは、表－６のと

おり２０件で、そのうち初期消火に成功した件数は１６件でした。 

 

 

 

５ 署所別火災発生状況 

各署所の管轄、受持地区内で発生した火災件数は表－７のとおりで、西署管内が最

も多く１０件発生しています。 

 

 

　　　初期消火実施件数

消火種別 【20件】 【14件】 【0件】 【3件】 【3件】

0

(0)

1 1

(1) (1)

5 1 3 1

(4) (1) (2) (1)

11 9 2

(8) (7) (1)

2 2

(2) (2)

1 1

(1) (1)

0

(0)

20 14 0 3 3

(16) (12) (0) (2) (2)

(　)内の数字は、初期消火に成功した件数を表します。

も み 消 し た

そ の 他

合 計

合　　計

水 バ ケ ツ

屋 内 消 火 栓 設 備

粉 末 消 火 器

建　　物 林　　野 車　　両 そ の 他

水道、浴槽、汲み置き等
の 水 を か け た

寝 具 、 衣 類 等 をか けた

西署 南部 栄町 宝松苑 東署 雲雀丘 米谷 中山台 西谷

建物 7 3 1 1 6 1 2

林野

車両 1 1 2

その他 3 1 1 2

0
2
4
6
8

10
12

表－６ 【初期消火の実施件数】 

表－７ 【署所別火災発生件数】 
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６ 月別・時間別火災発生状況 

月別の火災発生状況は、表－８のとおりで、４月、６月が５件と最も多く、時間別

で見ると、１８時から２１時の時間帯に９件と最も多く発生しています。 

 

 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

4 1 2 3 1 4 2 1 2 1

2 1 1

1 1 1 1 1 2

計 4 2 2 5 2 5 2 2 3 1 1 3

0 ～ 1 0

1 ～ 2 0

2 ～ 3 0

3 ～ 4 0

4 ～ 5 0

5 ～ 6 0

6 ～ 7 0

7 ～ 8 1 1

8 ～ 9 1 1

9 ～ 10 1 1 2 4

10 ～ 11 1 1

11 ～ 12 1 1

12 ～ 13 0

13 ～ 14 1 1 2

14 ～ 15 1 1 1 1 4

15 ～ 16 1 1 1 3

16 ～ 17 1 1

17 ～ 18 1 1

18 ～ 19 1 1 2

19 ～ 20 1 1 1 1 4

20 ～ 21 1 1 1 3

21 ～ 22 1 1 2

22 ～ 23 1 1

23 ～ 24 0

1 1 1

7

2

林　　野

建　　物

区　分

21

合計

5

0

9

3

0

4

6

6

不　　明

その他

車　　両

32

0

表－８ 【月別・時間別火災発生件数】 
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７ 出火原因 

出火原因別では、表－９のとおり、ストーブ、電気機器及び電灯・電話等の配線が

最も多く、それぞれ３件。次いでこんろ、たき火及び放火・放火の疑いがそれぞれ２

件となっています。また、その他の中には、電気装置、灯火、炉、焼却炉などが含ま

れています。 

 

 

 

  

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

たばこ こんろ ストーブ たき火
マッチ

ライター

電気機

器

配線器

具

電灯・電

話等の

配線

その他

放火

放火の

疑い

不明

調査中

件数 1 2 3 2 1 3 1 3 10 2 4

合 計 建 物 火 災 林 野 火 災 車 両 火 災 そ の 他 の 火 災

1 1

2 2

3 3

2 2

1 1

3 2 1

1 1

3 2 1

10 6 3 1

2 1 1

4 3 1

32 21 0 4 7

た ば こ

マ ッ チ ・ ラ イ タ ー

こ ん ろ

ス ト ー ブ

出 火 原 因

そ の 他

合 計

配 線 器 具

電 灯 ・ 電 話 等 の 配 線

た き 火

電 気 機 器

放 火 ・ 放 火 の 疑 い

不 明 ・ 調 査 中

表－９ 【出火原因別火災件数】 

【火災種別毎の出火原因件数】 

出火原因 合計 建物火災 林野火災 車両火災 その他の

火災 

たばこ 1       1 

こんろ 2 2       

ストーブ 3 3       

たき火 2       2 

マッチ・ライター 1 1       

電気機器 3 2   1   

配線器具 1 1       

電灯・電話等の配線 3 2     1 

その他 10 6   3 1 

放火・放火の疑い 2 1     1 

不明・調査中 4 3     1 

合計 32 21 0 4 7 
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８ 火災発生件数の推移（過去１０年間） 

過去１０年間の発生の推移は表－１１のとおりで、年間件数平均値は２９．７件と

なっています。 

 

 

９ その他の出動状況 

火災以外のその他の災害出動状況は、表－１２のとおり８８８件（前年１,０５９

件）出動し、これは１日に約２．４件の割合で出動したことになります。 

 

 

※ 特定救急とは、救急現場に救急車と消防車が同時出動する事案です。 

 

 

 

１０ 防災出動状況 

火災に 誤　報 　 ガ　ス 特　定 他　市

区　　分 合  計 誤　認 警　戒 油流出 自火報 捜　索 その他

至らず 虚　報 　 漏　洩 救　急 応　援

出動件数 888 18 21 284 28 2 409 91 33 1 1

出動台数 1,074 69 141 285 30 2 410 91 42 3 1

出動人員 4,212 246 497 1,146 121 8 1,654 366 160 10 4

表－１１ 

表－１２ 

【火災発生件数の推移（過去１０年間）】 

【その他の災害出動件数】 
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風雨等による災害の出動状況は、表－１３のとおり３件（前年３２件） 

出動し、前年より２９件減少しています。 

 

 

 ※ 警戒巡視とは、災害警戒本部または災害対策本部が設置されており、かつ、時間雨

量又は連続雨量が規定値を超えた場合に、水害危険予想箇所等の巡視を行うことを

言います。風水害とは、風雨等に伴う出動で警戒巡視以外の出動のことを言います。 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 令 和 ６ 年

（Ａ） （B）

3 8

風水害 4 10

13 37

0 24

警戒巡視 0 26

0 104

3 32

合計 4 36

13 141

△ 26

△ 104

△ 29

△ 32

△ 128

出 動 人 員

出 動 台 数

増　　　減

 (A)-(B)=(C)

出 動 件 数

出 動 台 数

出 動 人 員

△ 5

△ 6

△ 24

△ 24

 区　　　　　　分

出 動 件 数

出 動 台 数

出 動 人 員

出 動 件 数

表－１３ 【防災出動件数】 

【月別防災出動件数】 表－１４ 
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Ⅱ 救急の概要 

１ 救急事故種別出動状況 

令和７年中の救急出動件数は１３，５０７件で、前年より４９０件減少しました。

１日平均３７．０件の割合で救急出動したことになります。事故種別では、急病、一

般負傷、交通事故が全体の９０．３％を占め、特に急病は、６４．６％を占めていま

す。 

 

 

※ △は、減少を示します。 

表－１ 【前年との対比】 
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２ 傷病程度別搬送状況 

  令和７年中の搬送人員は１２，０１６人で、前年の１２，４３７人に比べ、４２１

人減少しました。市民１８．３人に１人が救急車で運ばれたことになります。事故種

別では急病搬送人員が最も多く、２番目に多いのは一般負傷となりました。傷病程度

別では、死亡、重症、中等症の傷病者の割合は５２．５％、入院の必要なしと診断さ

れた軽症の傷病者は４７．５％を占めています。 

 

 

※ 傷病程度欄のその他は、医療機関に収容目的でヘリコプター中継地点に搬送した事案です。 

            

     

 

表－２－１ 

表－２－２ 

【前年との対比】 

 

 

【傷病程度別搬送人員】 
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３ 署所別出動状況 

総出動件数１３，５０７件のうち、表－３－１のとおり、本部（機動救急隊）が９

７９件（７．２％）、西消防署（南部出張所、栄町出張所含む）が８，００６件（５

９．３％）、東消防署（雲雀丘出張所、中山台出張所、西谷出張所含む）が４，５２

２件（３３．５％）出動しています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

表－３－１ 

表－３－２ 

【署所別出動件数１】 

 

【署所別出動件数２】 
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４ 医療機関別搬送状況 

搬送状況を収容医療機関別に区分すると、表－４－１のとおり、搬送人員の９７．

９％を占める１１，７５８人が救急告示病院に搬送され、２５８人がその他の医療機

関に搬送されました。また、市内の救急告示病院への搬送人員は８，６４４人で全体

の７１．９％を占め、その他の医療機関を含めると８，６６７人となり市内へは７２．

１％が搬送されたことになります。 

 

 

※ その他の場所は医療機関に収容目的でヘリコプター中継地点に搬送した事案です。 

 

 

【医療機関別搬送状況１】 

【医療機関別搬送状況２】 

表－４－１ 

表－４－２ 
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５ 年齢区分別搬送状況 

年齢区分別にみると、表－５－１のとおり、新生児５２人（０．４％）、乳幼児４

５７人（３．８％）、少年３７８人（３．１％）、成人２，７５５人（２２．９％）、

高齢者が８，３７４人（６９．７％）となっています。高齢者の搬送割合が高く、高

齢者の急病は５，５０５人で、高齢者全体の搬送のうち６５．７％を占めます。 

 

 

 

 

   

【年齢区分別搬送状況１】 表－５－１ 

表－５－２ 【年齢区分別搬送状況２】 
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６ 月別・曜日別出動状況 

月別出動件数は、表－６－１のとおり、１月が１，３００件、７月が１，２００件

を超えました。 

 

 

 

           

 

 

表－６－１ 

表－６－２ 

【月別出動件数】 

【曜日別出動件数】 
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７ 救急出動件数の推移 

過去１０年間の推移をみると、救急出動件数は増加傾向で令和元年は１２，０００

件を超えましたが、令和２年の新型コロナウイルス感染症流行以降、救急出動件数は

減少傾向となりました。新型コロナウイルス感染症が収束し始めた令和４年以降は毎

年過去最多を更新しておりましたが、令和７年は１３，５０７件と４９０件減少しま

した。 

 

 

救急出動件数の多くを占める、急病、交通事故、一般負傷の過去１０年間の推移は、

表－７－２のとおりです。 

 

 

表－７－１ 【救急出動件数の推移(過去の１０年間)】 

【急病・交通事故・一般負傷の出動件数(過去１０年間)】 表－７－２ 
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Ⅲ 救助の概要 

１ 救助事故種別出動状況 

令和７年中の救助出動状況は表－１－１及び表－１－２のとおりです。 

救助件数は３２７件で前年に比べ１件減少、救助活動件数は２６９件で前年より１

件増加、救助人員は２１０名で８名減少しました。 

事故種別ごとの救助出動件数をみると、建物等の事故が多く発生しています。 

 

 

 

 

風 水 害 等 自 然 災 害 0 1 △ 1

水 難 事 故 1 2 △ 1

△ 12

機 械 に よ る 事 故 1 1 0

建 物 等 に よ る 事 故 180 174 6

破 裂 事 故 0 0 0

そ の 他 の 事 故 109

ガ ス 及 び 酸 欠 事 故 3 1 2

121

救 助 人 員

建 物

建 物 外

救 助 活 動 件 数 269

328 △ 1

増　　　減

 (A)-(B)=(C)

救 助 出 動 件 数 327

210

1344

86

1363

1001

△ 41

58

0

△ 20

0 0

（Ａ）

令和６年

（Ｂ）
区分

令和７年

268

218

救 助 隊 専 任

救 助 隊 兼 任

消 防 隊

救 急 隊

火

災

5 2 3

交 通 事 故 28 26 2

出

動

人

員

1303

△ 39

1

△ 8

47

1421

981

0

100

200

300

400

救助出動

件数

救助活動

件数

救助人員

327
269

210

328
268

218

令和７年

令和６年

表－１－１  

表－１－２  

【前年との対比】 

※ △は減少を示します。 

 【救助出動・活動件数及び救助人員】 
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２ 発生場所別活動件数・救助人員状況 

発生場所別活動件数及び救助人員は表－２－１、表－２－２のとおりとなってい

ます。 
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210 171 1 3 13 2 11 9
合 計

269 226 3 3 11 2 11

水 難 事 故

自 然 災 害

機 械 に よ る 事 故

建 物 等 に よ る 事 故

ガ ス 及 び 酸 欠 事 故

そ
の
他

活動件数

救助人員

屋　　　　　外屋　内

水　面

高
速
道
路

他
道
路

内
水
面

外
水
面

山
岳

そ
の
他
の
屋
外

そ
の
他
屋
内

住
居

地
下

道　路

2

5

破 裂 事 故

そ の 他

火
　
災

5

2

15

16

1

1

170

建 物

建 物 以 外

交 通 事 故
23 10

13 12

1

1

1168 1

3 1 1 1

1168 166 1

1 1

9

区　　　　分

1 11 722 2 1

75 52 1 1 1 11

1

20

400
226

3 3

11

2

11 13

活動件数

表－２－１   【発生場所別活動件数・救助人員】 

表－２－２     【発生場所別活動件数】 
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３ 建物内生存者確認による出動状況 

  令和７年中の救助出動３２７件のうち、建物内生存者確認による出動は１３６件で、

４１．６％を占めています。 

 

 

 

※ 誤報とは外出、入院等で不在の場合や、睡眠中、いたずら等を指します。 

 

 

 

 

 

 

 

※ 要救助者のうち、高齢者及び後期高齢者の占める割合は８７％です。 

 

 

 

13612 11 7 15 12 14

5 4 59

合計 12 13 10 13 8 9

3 6 7 3 3 6

4 9 7 10 77

誤報（外出・入院等） 6 6 4 6

要救助者有 6 7 6 7 5 3 5 8

区分 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 計７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

0

2

4

6

8

10

要救助者有

誤報（外出・入院等）

10 773 5 8 4 9 7合計 6 7 6 7 5

6 3 8 6 8 58

1 9

後期高齢者（７５歳以上） 4 6 4 5 3 1 4

2 1 1 1 1高齢者（６５歳以上７４歳以下） 1 1

2 1 10

１２月 計

６４歳以下 1 1 2 1 2

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月区分 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

表－３－１   【建物内生存者確認による月別出動件数１】 

 

 

表－３－２   【建物内生存者確認による月別出動件数２】 

表－３－３  【要救助者のうち、高齢者及び後期高齢者の人数１】 
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※ 死亡者数のうち、高齢者及び後期高齢者が占める割合は８２.５％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

64歳以下

65歳以上74歳

以下
75歳以上

4 402 5 5 1 3 4合計 2 3 3 6 2

3 1 2 3 2 25

1 8

後期高齢者（７５歳以上） 3 2 4 1 4

2 1 1 1高齢者（６５歳以上７４歳以下） 1 1

2 1 7

１２月 計８月 ９月 １０月 １１月

６４歳以下 1 1 1 1

６月 ７月区分 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

表－３－４ 【要救助者のうち、高齢者及び後期高齢者の人数２】 

 

表－３－５ 【死亡者数のうち、高齢者及び後期高齢者の人数】 
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